
　
前
提
と
し
て
、自
転
車
の
交
通
違
反
に
は

基
本
的
に「
指
導
警
告
」を
行
い
ま
す
。「
指

導
警
告
」と
は
、交
通
違
反
者
に
対
し
て
、そ

れ
が
違
反
に
な
る
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、そ
の
場
で
警
察
官
に
よ

る
指
導
や
指
導
警
告
票
の
交
付
が
行
わ
れ

ま
す
。こ
の
場
合
は
、
反
則
金
を
支
払
う
必

要
は
な
く
、
検
挙
も
行
わ
れ
ま
せ
ん
。例
え

ば
、本
来
自
転
車
が
通
行
し
て
は
な
ら
な
い

歩
道
を
通
行
し
た
場
合
は
、
原
則「
指
導
警

告
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
よ
う

な
、悪
質
・
危
険
な
違
反
に
対
し
て
は
検
挙

の
対
象
と
な
り
、「
青
切
符
」・「
赤
切
符
」に

よ
る
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用

（
保
持
）
し
な
が
ら
自
転
車
を
運
転
し
た
場

合
は
「
青
切
符
」
に
よ
る
反
則
金
の
対
象
と

な
り
、飲
酒
運
転
や
あ
お
り
運
転
な
ど
の
重

大
な
違
反
に
対
し
て
は
「
赤
切
符
」
に
よ
る

刑
事
手
続
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、自
転
車
の
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。「
青
切
符
は
前
科
が
つ
か
な
い
か
ら
大

丈
夫
」「
指
導
警
告
は
お
金
を
支
払
わ
な
い

か
ら
受
け
て
も
い
い
」な
ど
と
考
え
ず
、
自

転
車
利
用
者
と
し
て
責
任
あ
る
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
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今
ま
で
の
自
転
車
の
交
通
違
反
に
は
、刑

事
手
続
に
よ
る
処
理
（
通
称
：
赤
切
符
）
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
赤
切
符
」は
警
察
に

よ
る
捜
査
を
経
て
、検
察
官
が
起
訴
・
不
起

訴
の
判
断
を
行
い
、実
際
に
起
訴
さ
れ
る
と

裁
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ

の
結
果
、裁
判
で
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
場

合
は
、罰
金
の
納
付
な
ど
の「
前
科
」が
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
刑
事
手
続
に
よ
る
処
理
は
、
警

察
、違
反
者
双
方
に
と
っ
て
時
間
的
・
手
続
的

な
負
担
が
大
き
い
こ
と
や
、検
察
に
よ
り
不
起

訴
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、違
反
者
に
対
す
る

責
任
追
及
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
近
年
は
自
転
車

側
の
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、

警
察
に
よ
る
取
り
締
ま
り
の
強
化
も
あ
っ
て
、

自
転
車
の
交
通
違
反
の
検
挙
件
数
が
増
加
し

て
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
道
路
交
通
法
改
正
に
伴

い
、自
動
車
の
取
り
締
ま
り
に
導
入
さ
れ
て

い
る「
青
切
符
」制
度
を
、自
転
車
の
取
り
締

ま
り
に
も
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

法
改
正
後
は
、「
青
切
符
」「
赤
切
符
」並
び
に

「
指
導
警
告（
軽
微
な
交
通
違
反
に
対
す
る

警
告
）」を
併
用
し
た
処
理
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

自
転
車
の
取
り
締
ま
り
に
も

青
切
符
制
度
が
導
入

自
転
車
の
取
り
締
ま
り
は

今
後
ど
う
な
る
の
？

青切符（交通反則通告制度）とは、警察による交通違反の取り締まりの際、
刑事処分の代わりに行われる処理方法の一つです。

令和8年4月1日の道路交通法改正により、16歳以上の自転車運転者が交通事故につながるような
悪質・危険な交通違反をした場合に、この青切符処理が行われることになります。

その運転、本当に安全ですか？

4月から自転車の
交通反則通告制度開始！

青切符

自転車歴は約10年。毎日片道30分、役場へ自転
車通勤しています。「自転車は、安全に乗ればそ
れ自体が運動になり、健康面でのメリットが大き
いですね。入庁1年目ですが足腰が強くなり、役
場の階段の上り下りも苦ではありません。また、
自然を感じながら田んぼ道を走るのは爽快で
す。自転車仲間である町民の皆さん！この機会に
ぜひ、普段の自転車運転を見直してみましょう。
また、大切な自転車には施錠をしてくださいね」

東郷町役場 防災安全課　岩佐 颯己さん

今回お話を聞い
たのは

違反に対して、必ず「青切符」処理
が行われるわけではなく、違反の
程度に応じて使い分けられます。

軽微な違反には原則
「指導警告」
悪質・危険な違反には
「青切符」 
重大な違反には
「赤切符」

POINT自転車の運転を
見直しましょう！

今月の
HOT
NEWS

こんなのもNG！

イヤホンの使用運転

スマホのながら運転

（
警
察
庁
「
自
転
車
を
安
全
・
安
心
に
利
用
す
る
た
め

に 

自
転
車
へ
の
交
通
反
則
通
告
制
度（
青
切
符
）の
導

入 【
自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
】」よ
り
）
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問い合わせ 防災安全課  ☎0561-56-0719（ID：13217）

自転車は原則、車道の左側か、自転車道
がある場合は自転車道を走行しなけれ
ばなりません。しかし、「普通自転車歩道
通行可」や「自転車及び歩行者専用」の標
識がある場合は、その歩道を自転車が通
行できることを示し、歩道の車道側を、
歩行者優先で徐行することができます。

columncolumn

東郷町では、町内の老人ク
ラブや小学校を対象に、交
通安全教室を開催していま
す。警察署や関係機関と連
携して、自転車の乗り方や
交通ルール、事故防止策な
どを説明しています。

自転車は、基本的に道路の左側端に寄って通行しなければなりません（通行区分違反／法
第17条第4項、第18条第1項）。逆走（自転車で道路の右側を通行すること）は、駐車車両な
どの障害物があるときや、見通しの悪いカーブで、対向車から自転車が見えず、正面衝突す
る危険があることや、交差点で自転車が自動車の左方から飛び出してきたときに、自動車の
発見が遅れるといったことから大変危険です。

自転車の
主な違反と反則金

右側通行

●交通安全教室について ●自転車の通行について

ちょっとした移動にも便利な自転車ですが、不注意から大きな危険を引き起こすことも。
違反行為は「知らなかった」では済まされず、反則金の対象となるのでご注意を。

反則金
6,000円

一時停止標識などのある交差点において、停止線があるときはその直前で、停止線がな
ければ交差点の直前で一時停止しなければなりません（法第43条）。

指定場所一時不停止 反則金
5,000円

反則金
5,000円

夜間は、ライトをつけなければなりません（法第52条第1項）。ライトをつけないと、道路
の状況の確認や、周りの自動車、歩行者の発見がしづらくなるだけではなく、自動車や歩
行者からも自転車の存在を発見しづらくなり、重大な事故につながるおそれがあります。

無灯火運転

反則金
3,000円

反則金
12,000円

自転車は、並進してはいけません（法第19条）。2台以上で横に並んでの運転は、自動車や
歩行者を巻き込んだ事故に発展するおそれがあるほか、自動車や歩行者が通行するス
ペースが狭くなり、他の自動車や歩行者の通行に支障を及ぼすおそれがあります。

並進

スマホなどのながら運転 反則金
7,000円遮断踏切立入り

違反の詳細や取り締まりについては、
最寄りの警察署にご相談ください。

反則金
6,000円信号無視

反則金
5,000円

自転車に関するルールの中には、公安委員会が個別に規定しているものがあります。傘さ
し運転や、イヤホンをつけて周りの音が聞こえない状態での運転※は、全ての都道府県で
禁止されています（公安委員会尊守事項違反／法第71条第６号）。
ただし、イヤホンを片耳のみに装着しているときや、オープンイヤー型イヤホンや骨伝導型イヤホ
ンのように、装着時に利用者の耳を完全にはふさがないものについては、安全な運転に必要な音
または声が聞こえる限りにおいて、違反にはなりません。

傘さしや大音量でのイヤホンなどの使用運転

※

※点滅信号は5,000円

止まれ
STOP

教室の様子 自転車及び歩行者専用の標識

自転車ポータルサイト


